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適応トレードオフの違いが生態と進化のフィードバックに与える影響： 
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　近年、形質の進化は個体数変動や群集の構成変化と同じ時間スケール
で起こりうること、さらにこのような「迅速な進化」と個体群動態はお
互いに影響を及ぼしあうこと（生態と進化のフィードバック）が明らか
になってきた。しかし、適応トレードオフの形といった、遺伝的多様性
の質的な違いが生態と進化のフィードバックにどのような影響を与えるか
については、理論的な予測と実験検証の間に、未だ大きなギャップがあ
る。本セミナーでは、まず、迅速な進化、生態と進化のフィードバックに
ついて簡単な解説を行う。その後、ワムシと藻類からなる捕食被食系の
ミクロコズムを用いた、捕食抵抗性と増殖力の間の適応トレードオフの
形の違いが生態と進化のフィードバックに及ぼす影響についての研究を紹
介し、そこから明らかになった遺伝的多様性の新たな意義について議論
する。 
。 
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＊セミナー後に懇親会がありますのでご参加ください	


